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兵庫県立加古川病院
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【目的】MRI 検査 に伴 う患者 の 苦痛 を和 らげ る観点から， 検査時間短縮 や 固定方法の 工 夫 な どの 配慮 は必要 で あ る．当院 に お け

る苦痛軽減方法に つ い て報告す る．使用装置 はSIEMENS 　MAGNETOM イ ン パ ク トダ ッ シ ュ 1．OT で あ る．

【方法】（1）検査部位や診断 目的 を考慮 した マ トリ ク ス の 最 適化，（2）患者 が 楽 な 固定方法，（3）turboSE 法にお い て，リフ ォ
ー

カス の flip　angle が何度が適 して い る か に つ い て検討 し，（4）検査希望時間，痛 み の有無，何が辛か っ た か な ど を検査後 ア ン ケ
ート調査 を行 っ た．対象 は 8 歳 か ら87歳で 平均 49歳，男性 156名，女性 184名，合 計 340 名．

、
【結果】  FOV や ス ラ イ ス 厚 を操作 しボ ク セ ル サ イ ズ を変 え ず，マ トリ ク ス

を落 とす こ と は可能で あ る，頭部は FOV を230mm か ら210mm に し，18％ 落

して い る．Tableに検討結果 の
一

部 を示す．（2）患者を動けない よ うに固定す

る の で は な く，力 を抜 い て も動 か な い よ うに する ．（3）SAR は コ イル やパ ラ

メ ータで 変化す る．フ リッ プ角 〔FA ）を落 と しSAR を効率よ く抑制（Fig．1〜

3）で きる ．（4）ア ン ケ
ー

トの 結 果 20分 以 内 の 検査希 望 が 6 割 を超え，じ っ と

す る の が辛い （痺れ て くる）とい う回答が 最 も多か っ た（Fig．4，5）．

鋤

Table．　 位相方向マト眇 ス（％）

部位 断面 夏ead ％

頭部 横断 256 82

頭部 MRA 128 9G

層 冠状断 256 70

脊椎 矢状断 T1256 86

脊推 矢状断 T2512 84
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fig4，アン ケート結果（希望時間）
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Fig5，アンケート結果（何が辛い か）
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【まとめ】〔1）パ ラ メ
ータ を固定せ ず検査部位 目的 に 応 じて マ トリ ク ス な ど を最適化 し検査時間短縮を図 る．

（2）可能な 限 りfeet　fiエstで （当院装置 で 腎部よ り下部），固定 は ス ポ ン ジ な ど を使 用 ．患者 を リ ラ ッ ク ス させ る．

（3）リ フ ォ
ー

カ ス の fiip　angle は SAR を 考慮 し て 120 か ら 150度 の 範 囲で 撮影す る ．

（4）患者 の 状態や 検査 目 的 に よ り異な る が，通常 3 か ら 5 シ
ー

ケ ン ス で20分以内の検査を心 が ける ．
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